




















く「生活美学」などといわれて、化粧品会社のキャッチコピーに引用されたりもしていますが、こうした生活スタイルを成り立たせている最も重要な特徴は細部へのこだわりです。細部という は、生身性、手触り、五感 どで、今風にいえばアナログ性です。そこで 私ちの生身の身体へのこだわりが大切にされていることが分かります。　
映画「マリーアントワネット」でも、この点の強調された場面がい












とになります。化粧を例に挙げれば、メーキャップは人に見せるためのもの、すなわち身体表現。これに対してスキンケアは自分のためと考えられています。ところが、身体表現と身体ケアとは、あるときから一緒になっ し いました。身体ケアそのものが身体表現だ、ということの発見です。その前から一緒だったのかも れないけれどもあるとき、そ ことがはっきりと社会的に認識されるように ったいうことです。　
では、それはいつ頃のことだったのか。たぶん、一六世紀前半から
ではないかと思いま　
一五三〇年に出さ たエラスムスの『子供 ための礼儀作法』に 、
テーブルマナーとして、 「人が食べかけているも を取って食べてはいけない」とか、 「一度口に入れたも は出しては けない」とか、「テーブルクロス 口を拭い は けない」とか、 「痰や唾 地面に














なんと呼んだらよいのか、判断に迷いますね。仮面なのか、ヘアメイクなのか、化粧なのか、服なのか、わかりませ 。渾然一体となっています。し し、この奇妙なオブジェクトが身体を覆う装飾物であることは誰にも明らかです。これらはみんな、ヒトが人間になるにあたってやってきた、私たちの文明化の実践にほ な
りません。　
私は顔の研究もやっていますが、顔の研究が真に始まったのは、一




















をもたらしました。私たちは、単に見たり、見られたり ているのではなく、見 れている自分をもう一度見る、つまり他者の反応を見ことによって、自分がどう見られているかを想像し その想像イメージ さらに自分を作り直すということをやっているのです。これを「再帰する 我像」といいま 。 れは、昔からよく言われている「人の振り見 わが振り直せ」というの 同じこ 。自分だけ 決めるのではなく、人がどう見て るかを見て、私たちは自分の振る舞いを決めていく、ということです　












































































ます。一六〇〇年代、つまり一七世紀の特徴としては、清潔への配慮、とくに口と歯への配慮が出てきて、口が臭うことをと も嫌いました。それなの 、かわいそうにもルイ一四世は晩年 歯がガタガタ なってしまって、口臭がひどかったといわれ す。そういうことへの配慮が、この頃すでに人びと 意識に ぼっ たとい 教えてくれます。しかし こうした身体衛生へ 関心の高 りにも関わらず、ヨーロッパ世界では入浴の習慣が後退します。入浴が、キリスト教的なタブ になって まったからです。　
そればかりか、同時に水への忌避感情も強くなりました。水に浸か













図 6 　「化粧する若い女性」 
1626年頃，Nicolas Régnier
図 7 　「光景（化粧する女性）」1635年以後， 
Abraham Bosse（推定）
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手に持ち、化粧台に向かう女性も肩に白い布を掛けています。本来は化粧台 も白い布が掛かるのですが、先ほどの作品と同様に、この絵でも、これもまた貴重な品物だったビロード布を見せるために、刺繍で縁取られたビロード地の布を掛けています。フランス語の〝トワレット〟という語は、いまでは「お化粧」という意味で使われますが、当時は、化粧台 そ を覆う布も〝トワレット〟と言われていました。　
この女性はたいへん贅沢な暮らしをしていた様子で、絵の手前に被















す。調度や家具だけでなく親密空間の全体に配慮がなされるようになり、さらにその様子が風俗画に描かれることで 当時の社会が親密空間のデザイン 対していかに強い興味を持っていた がわか ます。（ただし、親密空間＝私的空間、というわけでもないことには注意を払う必要がある。 ）　
一八世紀のほとんどがロココ時代と重なりますが、このロココ時代
は、映画「マリーアントワネット」に描かれたように、上流階級が優雅で贅沢な宴の日々を享受した時期でした。たとえば、稀代の風俗画家フランソワ・ブーシェの作品には、肩に白いガウンを掛けた
図 8 　「蚤をとる女性」1638年， 
Georges de la Tour









































見てびっくり、ですね。しかもタイトルは そのものずばり「スカートを上げる」 。女性がトを て、おしっこを入れるおまるを持っている。寝起きで、身づくろいをする女性を描いた、まさしく稀有の作品 す。たしかに、 「なんという覗き趣味だ」という感じもしますが、当時の身体























象の底流で、ヨーロッパ社会がどのように動きつつあったのか、とりわけ一八世紀に大きく発展する健康政策がどのような社会的・政治的・経済的文脈の中で注目されるようになってきたのか、などについて、ここですこしお勉強をしたいと思います。いうまでも く、健康や身体衛生への関心は、身体ケアや身体表現の問題と切って 切れい関係にあるから 。　
この一七～一八世紀の頃は、世の中全体が社会的・政治的・経済的























































































































で、変質しないといわれ、ヨーロッパ中でたいへんな人気でした。鏡そのものが、トレンド商品だったのです。ちなみにルネサンス期のヴェネチア 画家ティチア ノには「鏡 見る女性」
（一五一五年頃）












































全身の見られる大 なガラス鏡を使ったプシケーと呼ばれ 姿見も考案されます。上流階級のあいだでは、化粧室の三面に鏡を貼ることも広まります。現在もヨーロッパ各地 見られる暖炉 上部に鏡をすえる習慣は一七世紀 末から始まっ 、一七五〇年頃には上層ブルジョア層でも普及し した。また、浴室や部屋の壁面に鏡を埋め込むことも始まり、その空間に広がりと奥行きを与えることになります。　
ところで、こうした見る者の全身を映しだす大きな姿見 出現は見
















































な生活スタイルができなくなっていきます。先ほど、外見はその人のアイデンティティにもな と言いまし が 近代は大きく言えば「脱共同体の世紀」です。個人の尊厳をものすごく重要視し、したがって個人の存在も重要視されます 、同時に、自分は何者かという存在意識の根底が不安定化した時代でもあります。個人は大事にされるけれども、個人は から解き放たれ、ひとりぽっちになってしまった。他の人からじゃまされず、自由ではあるけれども、孤立している そういう状況です。　
こういう状況が続くとどういう事態が起こるか。いかにして自己の








































を歩く二人の男性。ひとりが「おや、雨かな」と言っているとき、すでに他のひとりは傘を広げています。当時、二階以上にトイレのある家はめずらし 、こ ように夜のうちに まるに溜まった糞尿は、窓から道に向けてジャー。 「道は公のものだから、みんなのもの。みんなのものは、私のも 」 いうことで、糞尿もゴミも公道に投げ捨てるのが、ごく普通の行為だったのです。　
というわけで、一八三〇年代から都市衛生整備 ため 様々な試み
































































































Musée national du Palais de Compiègne
図25　ファッション・プレート 
La Mode illustrée, mai 1873, 
Héloïse Suzanne Leloir
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消費社会の発展と近代的身体の発見
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